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昨年度に引き続き第二回目となるうじ井戸端会議を H26

年 9月 10日に宇治市役所にて開催しました。今回は企画・

運営にまちづくりマイスターさん等に加わっていただいての

初めての開催でした。当日は 22名の方にご参加いただき、

コーヒー・お菓子を楽しまれながら、活発な情報交換が行わ

れました。まちづくり審議会委員の小永井様にもご参加いた

だき、討論のアイデアをいただきました。地区まちづくり協

議会の皆様には各協議会の活動内容をご紹介いただき、盛りだくさんの内容となりました。5～6

名の班×2回のフリートークの時間を設定しましたが、参加者の方からは、『もっと時間が必要』、

『会議の隔月開催を』との嬉しいお声もいただきました(^□^) 

本レポートでは各班の会話内容をまとめました。十人いれば十通りの意見が出るように、課題

に対する様々なアイデアが出ました。『対策』にはまちづくりのヒントが盛りだくさんですので、

まずは『対策』をお読みになってください☆ また、今回話題に上がったものの対策が出ていな

い問題もまだ多いですので、次回の井戸端会議での議題にも設定できたらと思っております。 

 

本レポートでもわかるように、多くの方が『高齢化』を問題視されていることがわかりました。

高齢化に伴い、自治会等への加入率等が減り、横のつながりがなくなっていることを多くの方が

指摘されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う じ 井 端 戸 会 議 

去年に引き続き第２回うじ井戸端会議を開催！！ 

多くの方が『高齢化』に危機感を持たれていました。 

♪ 次回もぜひご参加ください ♪ 

事後アンケートの結果より、『討議内容の発表』、『専門講師のセミナー』、『条例

等の説明』を希望されている方がそれぞれ同人数程度いらっしゃることを踏まえ

て、近々これらを盛り込んだ第 3 回うじ井戸端会議を予定しております。今回の

アンケートで、横のつながりまではできなかったとのご意見が多かったので、今

後回数を重ねていけたらと思います。また、今回同様に次回も企画・運営のお願

いを予定しておりますので、企画・運営段階よりふるってご参加ください。後日、

ご案内させていただきます。 

 



 

1 班(1 回目)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

1 班(2 回目) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化 

横のつながりがない 

地域を守る意識が育ちにくい まちづくりへの意識が低い・無関心 

自治会への加入率が低い 災害時用の名簿が作成できない 

防犯に支障 

防災に支障 

バス問題 

災害等、特に問題が

発生してこなかった 

建築協定等で守られている 

まちづくりへの意識が低い・無関心 

マンションは、景観を阻害する側なの

で、地域との融合ができれば。 

高齢者の見守り活動ができない 

個人情報保護 

マイスターとなったが、 
活動ができていない 

条例に条件が多い 
若い人がまちづく

りをしにくい 

まち協が立ち上

がりにくい 

行政の支援不足 

今は問題が無くても将来発生すると思われる 

個人情報保護 

マンションが 
自治会に加入していない 

水害対策ができていない 

自治会の存在意義が無い 自治会役員の年齢での 

免除規定を作ったりすると 

転入者も加入してくれる。 

京都市のようにマンション建設時に町

内会への加入等を行政が指導しては。 

 

個人情報を保護しつつ一人世帯への支援する

ため、回覧を頻繁にまわし、隣りの同士を徐々に増

やしていき仲間を増やすべきだと思う。 

イベントで地域の盛り上がりを

作り、まちづくりへの意識を育てる。 

まちづくりを 

失敗してもいいくらいの気持ちで 

支援することが必要。 

まちづくりの 

条例条件緩和が必要。 

地震や水害の防災避難

訓練を行い、危険箇所を把握

してハザードマップ作成 

一人暮らしや空家増加 

 

名簿作成、自主防災会の結成により

横のつながりを作る。そのためにまち協を

立ち上げては？自治会役員が単年度交代で

あるのに対し、まち協では継続的な取り組

みができるため、長期的問題に取り組みや

すいし、まち協に参加することで、人との

つながりが増える。 



 

2 班(１回目) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 班(2 回目) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 班(1 回目) 

 

 

 

 

 

 

若い人は自己中心的

で付き合いが難しい 

高齢化 

合意形成が困難 居住者が多様 

自治会の存在意義が 
なくなってきた 

宇治市は地域分析デ

ータを活用すべき 

地域の人間関係 
が難しい 

誰も自治会役員を 
やりたがらない 

地域により理想像が異なる 

会費を払わない 
人がいる 

まちづくり計画原案

を作成したがうまく

進まない 

高齢化 

合意形成が困難 

計画を策定すれば計画で 
がんじがらめとなり、 

地域が活性化しにくい問題もある。 

計画策定が困難 

居住者が多様 『地権者の同意取得』の 
条例ハードルが高い 

空家が増え、 
人口減少 

計画を策定しても計画履行

が問題となりやすい 

行政が計画策定に関

する改善をするべき 

地区まちづくり計画を策

定すると、行政のバックアップ

が得られるので、他部署と連携

しやすくなる。 

計画策定のメリット

を何度も町内に広報するこ

とが大切。自治会との相互

連携も重要である。 

災害時の 
避難が心配 

意見が異なっても 

まちづくり活動できる 

ような旗振り役が必要 

南陵町では 1人の要援護者

に対し 2～3 人の支援者が張り付

く体制をとっている。 

ハザードマップ 
作成が困難 

ハザードマップで危

険区域に入れば地価

下落リスク 
災害時が不安 

避難所を地域で決め確認してお

く。志津川では 5軒ごとに班長を置いて、 

防災連絡をスムーズにしている。 



 

3 班(2 回目) 

 

 

 

 

 

 

４班(1 回目) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 班(2 回目) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化 
高齢者調査がしにくく、

名簿も作成しにくい。 
まちづくり計画の 

敷地分割規制が足かせ 

商店街の衰退 

空家の価格が高く、

購入されない 

年齢線引きや個人情報 
に係る名簿管理問題 

景観への配慮がなく、観光面で問題 

高齢化 

加入率が低い 

商業地域は 
人の入れ替わりが激しい 

広報など、連絡が 
市からになった 

町内会資金問題 町内会の役割が減ってきた 

町内会の区切りがおかしい地域がある 

町内会役員のなり手が 
少なくなってきた 

ゴミ当番だけ、 
という世帯が増加 

災害時用名簿作成ができない 

自治会長が仕事等で 
活動できない場合がある。 

南陵町では、協議会が協力

している。自治会で受けるべき相

談も受けているし、これにより自

治会と良好な関係を築ける。 違法駐車や大型車走

行で危険である。 
車の騒音も多い。 

空家が増える 

役の成り手がない。 

『80歳以上が高齢者』と

話し合うとよいと思う。 

空地は菜園にしては。現在農

園は当選倍率も厳しく、需要がある

と言える。空地問題と景観問題の両

方が解決できるし、農作物に関する

情報交換が行われ、コミュニケーシ

ョンが活発となる。 

町内会運営が厳しい 

防災を組み合わ

せると、町内が盛り上

がるので活用すべき。 

資源ゴミで年間

15～30万円節約でき、

町内会の収支にまわし

ている。余ったら景品や

キャッシュバックする

ことが大事。 


